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第回

九
州
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
は
中
村
学
園
大
チ
ー
ム
に
九観機構主催

ユニストＨＤと日高地方７市町

「熊野古道　紀伊路」の価値発信

協定結び沿線地域活性化

　
２
０
２
５
年
は
教
育
旅
行
に
変
革
の

波
が
訪
れ
そ
う
だ
。

　
東
京
・
港
区
で
区
立
中
学
校
の
修
学

旅
行
先
を
、
こ
れ
ま
で
の
京
都
・
奈
良

か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
変
え
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
、
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
で
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
な
京
都
で

は
、
修
学
旅
行
生
が
混
雑
し
た
市
バ
ス

に
乗
れ
ず
、
班
行
動
に
支
障
が
生
じ
る

な
ど
事
態
は
深
刻
だ
。
な
か
に
は
渋
滞

で
貸
し
切
り
バ
ス
が
立
ち
往
生
し
た
た

め
、
新
幹
線
に
乗
り
遅
れ
そ
う
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。
宿
泊
施

設
は
全
国
的
に
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

か
ら
、
積
立
金
か
ら
な
る
修
学
旅
行
費

用
も
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
か
つ
て
港
区
立
の
中
学
校
に
息
子
た

ち
を
通
わ
せ
た
身
と
し
て
は
、
海
外
修

学
旅
行
の
導
入
を
う
ら
や
ま
し
い
と
も

感
じ
た
一
方
で
、
格
差
の
助
長
も
気
に

な
っ
た
。
教
育
や
地
域
の
格
差
は
加
速

度
的
に
広
が
る
ば
か
り
の
今
日
に
あ
っ

て
、
真
剣
に
修
学
旅
行
に
つ
い
て
議
論

す
る
と
き
を
迎
え
た
よ
う
だ
。

　
例
え
ば
親
の
判
断
で
、
私
学
を
あ
え

て
選
ば
な
い
裕
福
な
家
庭
も
あ
る
。
息

子
た
ち
が
港
区
立
の
小
中
学
校
に
在
籍

し
て
い
た
こ
ろ
は
、
全
国
に
さ
き
が
け

て
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
対
策
に
、

区
が
専
任
の
弁
護
士
を
置
い
た
こ
と
が

話
題
に
な
っ
た
。
親
も
い
ろ
い
ろ
だ
。

ま
た
、
大
使
館
や
企
業
が
多
い
同
区
で

は
外
国
パ
ス
ポ
ー
ト
を
保
有
す
る
子
ど

も
の
数
も
多
い
。
こ
う
し
た
特
異
性
の

な
か
、
海
外
修
学
旅
行
を
取
り
扱
う
旅

行
会
社
は
、
か
な
り
神
経
を
使
う
こ
と

だ
ろ
う
。

　
わ
が
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
保
有
率
は

６
人
に
１
人
と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
半

減
し
た
。
日
本
の
将
来
を
背
負
っ
て
立

つ
子
供
た
ち
に
、
今
こ
そ
政
府
が
主
導

し
て
修
学
旅
行
の
補
助
を
手
厚
く
す
べ

き
だ
。
中
学
受
験
や
私
学
偏
重
は
今
に

始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
だ
が
、
子

供
た
ち
の
体
験
格
差
は
国
力
の
低
下
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
公

益
財
団
法
人
日
本
修
学
旅
行
協
会
の
竹

内
秀
一
理
事
長
の
も
と
を
訪
ね
た
。
近

ご
ろ
の
修
学
旅
行
の
傾
向
や
実
態
な

ど
、
取
材
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

総
合
的
な
学
習
に
お
け
る
探
究
学
習
の

導
入
で
、
修
学
旅
行
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
工
夫
が
求

め
ら
れ
る
。
と
き
に
は
息
抜
き
で
き
る

よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
織
り
交
ぜ

て
や
ら
な
い
と
、
生
徒
た
ち
の
集
中
力

も
落
ち
る
、
と
コ
ツ
を
語
ら
れ
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
強
く
印
象

に
残
っ
た
の
が
、
平
和
学
習
へ
の
造
詣

の
深
さ
だ
っ
た
。
日
本
被
団
協
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
、
そ
の
重
要

性
は
増
し
て
い
る
。
世
界
か
ら
も
注
目

さ
れ
る
広
島
・
長
崎
を
は
じ
め
特
攻
隊

の
知
覧
や
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
沖
縄
な

ど
、
修
学
旅
行
に
お
け
る
平
和
学
習
の

意
義
は
大
き
い
。

　
「
体
験
か
ら
得
ら
れ
る
学
び
は
、
生

徒
た
ち
の
成
長
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
」
と
竹
内
氏
は
語
っ
た
。
長
年
、

教
育
の
現
場
で
培
わ
れ
た
高
い
見
識
と

豊
富
な
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
重
み
が

あ
る
コ
メ
ン
ト
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
多
く
の
旅
行
会
社

は
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
陥
っ
た
。
そ
の

た
め
入
札
辞
退
も
散
見
さ
れ
る
ら
し

い
。
海
外
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
奪

い
合
い
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
結
局

は
価
格
に
跳
ね
返
っ
て
保
護
者
の
負
担

は
増
す
ば
か
り
だ
。

　
子
供
が
多
い
時
代
は
修
学
旅
行
も
マ

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
っ
た
。
だ
が
少
子
化

の
今
こ
そ
、
官
民
あ
げ
て
変
革
に
注
力

す
べ
き
だ
。
収
益
性
だ
け
で
事
業
を
縮

小
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
投
資
を

し
て
変
化
を
促
す
。

　
教
育
旅
行
は
筆
者
が
今
年
、
も
っ
と

も
注
力
し
た
い
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

　
（
淑
徳
大
学
　
学
長
特
別
補
佐
・
経

営
学
部
学
部
長
・
教
授
　
千
葉
千
枝
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載
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最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

中
村
学
園
大
の
学
生

（
左
は
唐
池
会
長
）

鹿
ヶ
瀬
峠
か
ら
田
辺
に

入
る
ま
で
の
区
間
が
連

携
の
対
象
区
間
と
な
る

　
学
生
が
九
州
の
観
光
活
性

化
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
競
い
合
う
「
学
生
対
抗

九
州
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
４
」
の

本
選
が

月
７
日
、
福
岡
市

の
電
気
ビ
ル
み
ら
い
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。
九
州
観
光

機
構
（
唐
池
恒
二
会
長
）
が

主
催
す
る
同
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
国
内
外
か
ら
九
州
へ
の

リ
ピ
ー
タ
ー
増
加
を
目
指
す

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
競
う

も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
唐
池

会
長
は
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
は
九
州
だ
け
で
な

く
、
関
東
、
関
西
な
ど
全
国

の
大
学
が
参
加
。
来
年
か
ら

は
九
州
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
か
ら
全
国
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
改
名
を

検
討
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

コ
ン
テ
ス
ト
の
さ
ら
な
る
発

展
に
意
欲
を
示
し
た
。

　
今
回
は
全
国
か
ら

チ
ー

ム
の
エ
ン
ト
リ
ー
（
う
ち
、


％
は
九
州
外
）
が
あ
り
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、

チ

ー
ム
が
本
選
に
進
出
。
学
生

た
ち
は
、
九
州
の
地
域
資
源

の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
持
続
可
能
な
観
光
を
創

出
す
る
た
め
の
革
新
的
な
プ

ラ
ン
を
発
表
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の

は
、
中
村
学
園
大
学
の
「
Ｌ

ｅ
ｔ

ｓ
　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
！
～
目
で
見
て
、触
れ
て
、

考
え
る
～
ｉ
ｎ
九
州
」
チ
ー

ム
。
同
チ
ー
ム
は
、
学
習
と

休
暇
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ラ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
九
州
で

推
進
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

構
築
を
提
案
。
同
機
構
の
唐

池
会
長
も
こ
の
ア
イ
デ
ア
の

実
現
に
強
い
関
心
を
示
し

た
。

　
そ
の
他
の
入
賞
チ
ー
ム

も
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
プ

ラ
ン
を
発
表
。
福
岡
大
の

「
地
域
ま
る
っ
と
！
エ
デ
ュ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、
地
方
都

市
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
教

育
旅
行
を
提
案
し
、
九
州
産

業
大
の
「
オ
タ
ク
の
夢
を
形

に
！
共
創
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
大

作
戦
！
」
は
、
ア
ニ
メ
コ
ン

テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
観
光
客

誘
致
策
が
評
価
さ
れ
た
。

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
活

性
化
、
環
境
問
題
な
ど
、
社

会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

ア
イ
デ
ア
も
多
く
見
ら
れ

た
。

　
例
え
ば
、大
東
文
化
大
は
、

過
疎
化
が
進
行
す
る
地
域
の

た
め
に
九
州
の
食
文
化
を
軸

に
、
地
元
住
民
と
旅
行
者
を

つ
な
ぐ
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ

を
提
案
。
中
村
学
園
大
は
、

離
島
が
多
い
九
州
の
魅
力
を

再
発
見
で
き
る
親
子
向
け
の

体
験
型
旅
行
を
提
案
す
る
な

ど
、
九
州
の
地
域
特
性
を
生

か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ラ
ン

が
飛
び
出
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
賞
状
と
、

賞
金
ま
た
は
ギ
フ
ト

万
円

分
、
協
賛
社
か
ら
の
副
賞
が

贈
ら
れ
た
。

　
表
彰
結
果
は
以
下
の
通

り
。

　
最
優
秀
賞
＝
中
村
学
園
大

（
Ｌ
ｅ
ｔ

ｓ
　
ラ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
！
～
目
で
見
て
、
触

れ
て
、考
え
る
～
ｉ
ｎ
九
州
）

▽
優
秀
賞
＝
九
州
産
業
大

（
Ｋ
Ｓ
Ｕ
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
　

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
）
▽
第
３
位

＝
福
岡
大
（
ふ
る
ら
ぼ
）
▽

審
査
員
特
別
賞
＝
大
東
文
化

大
（
飛
ん
で
福
岡
）
、
中
村

学
園
大
（
浅
岡
ゼ
ミ
）

　
　
　
　
　
【
後
田
大
輔
】

　
和
歌
山
県
・
日
高
地
方
の

７
市
町
と
日
高
広
域
観
光
振

興
協
議
会
は
こ
の
ほ
ど
、
熊

野
古
道
の
紀
伊
路
か
ら
中
辺

路
に
続
く
熊
野
参
詣
道
を
大

阪
か
ら

日
間
か
け
て
完
歩

す
る
「
紀
伊
路
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ

事
業
」
を
計
画
す
る
ユ
ニ
ス

ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
ユ
ニ
ス
ト
Ｈ
Ｄ
）
と
連
携

し
、
紀
伊
路
の
観
光
価
値
を

高
め
る
た
め
の
連
携
協
定
を

締
結
す
る
と
発
表
し
た
。
空

き
家
の
活
用
や
地
元
食
材
を

使
用
し
た
食
事
の
提
供
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
官
民
が

連
携
し
て
取
り
組
み
、
沿
線

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。

　
熊
野
古
道
の
紀
伊
路
は
、

熊
野
詣
に
お
け
る
参
詣
道
の

一
つ
。
畿
内
と
熊
野
を
結
ぶ

メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
し
て
古
く

か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

　
不
動
産
開
発
や
熊
野
古
道

で
の
宿
泊
施
設
運
営
な
ど
を

展
開
す
る
ユ
ニ
ス
ト
Ｈ
Ｄ

は
、
大
阪
か
ら
和
歌
山
を
つ

な
ぐ
紀
伊
路
の
歴
史
的
・
文

化
的
価
値
を
生
か
し
た
新
た

な
観
光
商
品
の
提
案
・
開
発

の
一
環
と
し
て
、
紀
伊
路
か

ら
中
辺
路
に
続
く
熊
野
参
詣

道
を

日
間
で
完
歩
す
る

「
紀
伊
路
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
事

業
」
を
計
画
し
て
い
る
。
昔

の
よ
う
に
畿
内
か
ら
徒
歩
で

参
詣
す
る
行
為
の
大
切
さ
を

現
代
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

険
し
い
峠
を
越
え
紀
州
の
明

る
い
海
を
見
渡
せ
る
紀
伊
路

を
新
た
な
観
光
資
源
と
す
る

こ
と
で
、
沿
線
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
回
の
連
携
で
は
、
日
高

地
方
の
７
自
治
体（
御
坊
市
、

美
浜
町
、日
高
町
、由
良
町
、

み
な
べ
町
、
日
高
川
町
、
印

南
町
）
が
参
画
。

　
具
体
的
な
連
携
項
目
は
、

①
地
元
産
品
を
活
用
し
た
食

事
メ
ニ
ュ
ー
や
土
産
品
の
開

発
（
宿
泊
場
所
で
の
宿
飯
、

出
発
時
の
弁
当
、
疲
れ
を
い

や
す
甘
味
物
、
特
産
品
を
使

用
し
た
土
産
品
な
ど
）
②
空

き
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設

の
確
保
（
日
高
、
切
目
、
岩

代
エ
リ
ア
で
の
古
民
家
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
）
③
紀
伊
路
の

整
備
（
道
普
請
活
動
、
ベ
ン

チ
や
ト
イ
レ
、
休
憩
所
の
整

備
、
街
並
み
の
景
観
保
全
）

④
日
高
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト

の
Ｐ
Ｒ
（
日
高
管
内
で
実
施

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協

賛
、
紀
伊
路
の
認
知
度
向
上

へ
の
貢
献
）
―
の
四
つ
。

　
事
業
の
対
象
区
間
は
、
紀

伊
路
最
大
の
難
所
と
い
わ
れ

る
鹿
ヶ
瀬
峠
か
ら
田
辺
市
街

に
入
る
ま
で
の
区
間
で
、
道

中
に
は
県
内
最
古
の
寺
院

「
道
成
寺
」
や
美
人
王
子
と

し
て
知
ら
れ
る
「
塩
屋
王

子
」
、
枕
草
子
や
伊
勢
物
語

で
も
登
場
す
る「
千
里
の
浜
」

な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
点

在
し
て
い
る
。

日
間
の
参

詣
の
う
ち
、
同
地
方
の
滞
在

は
５
～
７
泊
目
に
あ
た
る
。

　
１
月

日
の
午
後
３
時
か

ら
は
、
日
高
振
興
局
別
館
の

大
会
議
室
で
連
携
協
定
の
調

印
式
を
執
り
行
う
。
７
市
町

の
町
長
と
日
高
広
域
観
光
振

興
協
議
会
の
金
﨑
昭
仁
会

長
、
ユ
ニ
ス
ト
Ｈ
Ｄ
の
今
村

亙
忠
代
表
取
締
役
が
出
席
す

る
。


